
１文字１文字丁寧に 

～書き初め展～ 
担当  折笠 楓太 

年初めに全学年で書き初めをしました。見本を見な

がら文字の大きさや形を意識してゆっくりと丁寧な字を

書きました。普段は使わない半紙や用紙を使い、1～２

年生は硬筆、3～６年生は毛筆で書写しました。そして、

全学年の児童が鑑賞し、上級生や下級生の字を見て

「上手な字」や「来年はもっと上手に書きたい」と子供た

ちが鑑賞をふり返っていました。想像以上たくさんの魚

たちがとれたためか、子どもたちも大喜びでした。

なかなかできる体験ではありません。貴重な体験を

通し、子どもたちは、改めて黒目川について、理解

を深めました。 

 

  

 

図工専科  開本 夏美 

１月２４日（金），２５日（土）に２年ぶりの展覧会が開催されました。作品が空間いっぱ

いに飾られ、いつもと全く違う雰囲気になった体育館を、子供たちは体全体で味わいな

がら楽しんでいました。また、保護者や地域の皆様からは、「子供たちの想像力に感動し

ました。」「学年ごとの良さが表れていますね。」など、温かいお言葉を沢山いただきまし

た。ありがとうございました。 

それではここで、少し裏話を…。今回の展覧会は、沢山の人たちの力を合 

わせてつくり上げたものでした。まず、作品づくりの要となるテーマは、代表委 

員会が全校の意見をまとめてくれました。会場準備をしてくれた６年生は、学 

校中にある台や机を運び、作品を展示するための場を用意してくれました。受 

付をしてくださった PTAの方々は、体育館中を見回り安全を見守ってください 

ました。そして、最後に片付けをしてくれた５年生は、丁寧に布を畳んだり掃除 

をしたりして、元通りの体育館にしてくれました。他にも、展示を手伝ってくれ 

た有志の子供たちや、それぞれの役割で準備してきた教職員、そして何より、これ

まで作品づくりを頑張ってきた十小の子供たちの力があったからこそ、大成功の

展覧会となったのだと思います。 

さらに私が感動したのは、皆さんが “気持ちよく” “楽しみながら“ 力を合わ

せて行事をつくり上げていた姿です。このような素敵な十小の環境と伝統を引き継

ぎながら、これからも教育活動を充実させていきたいです。 

～計算オリンピック～ 
担当  仁瓶 智佳子 

１月１７日（金）に計算オリンピックが開催されま

した。内容はシンプルな九九の計算のはや解きで

す。２年生で学習する内容でしたが、どの学年も

一生懸命に取り組み早く解こう頑張っている姿を

見ることができました。算数の学習でも基本の積

み重ねがとても大切です。「早く」「正確に」を意識

してこれからの学習に活かして取り組んでほしい

と思います。 
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練習すればするほど問
題を解くスピードが速く
なっていました。練習を
重ねることの大切さが分
かりました。 


